
 

公印省略 

４ 保 予 第 ９ ９ ９ 号  

令 和 ４ 年 ５ 月 ９ 日  

医療機関の長 殿 

 

  久留米市長 原口 新五       

（新型コロナウイルスワクチンプロジェクト）  

 

新型コロナウイルスワクチン接種に係る接種（４回目等）に向けた 

受託意向調査の実施について 

 

日頃より、新型コロナウイルスワクチン接種事業にご理解とご協力を賜りお

礼申し上げます。 

さて、令和４年５月下旬に関係省令が改正されたのち、下記のとおり追加接

種（４回目）が実施されます。 

つきましては、追加接種（４回目）体制構築のため、調査への回答にご協力

を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

記 

１ 接種対象者 

 追加接種（３回目）が完了後、５か月以上経過する 60 歳以上の者及び 18

歳以上 60 歳未満で基礎疾患※を有する者 

接種対象者 ３回目完了月 接種券郵送時期 
追加接種 

開始時期 

接種対象者 

（概数） 

60 歳以上の者 

 

令和３年 12 月 令和４年５月末 
令和４年６月 

350 人 

令和４年１月 令和４年５月末 2,500 人 

令和４年２月 
令和４年６月初旬 

令和４年７月 49,000 人 

令和３年３月 令和４年８月 33,000 人 

令和４年４月 令和４年８月下旬 令和４年９月 3,400 人 

    88,250 人 

※ 上表に加え、基礎疾患を有する者を 7,500 人程度見込む。 

※ 基礎疾患は、「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関す

る手引き（第 7.1 版）」に記載されるものを指します。 

 

２ 久留米市で使用するワクチンの配分について 

以下の枠内のことから、個別接種医療機関ではモデルナ社ワクチンを使用

することいたします。 

  



 

〇 間違い接種を防ぐため、１医療機関で１種類のワクチンを使用する。 

〇 協力医療機関では、初回接種及び追加接種（３回目）も継続して行う

ため、ファイザー社ワクチンを分配する。 

※ モデルナ社ワクチンを分配した場合、初回接種と用法用量が異な

るため、間違い接種の要因になることも考慮する。 

○ 武田社ワクチン（ノババックス）は、追加接種（４回目）の適用がな

く、また、当面の間、福岡県が管理・使用予定であるため、個別接種医療

機関には分配しない 

 

３ 個別接種医療機関での４回目接種期間 

 令和４年７月１日から８月 31 日 

 

４ 調査内容 

（１）概要 

  ・４回目接種の実施の意向について 

  ・接種体制について 

 

（２）回答期限 

  令和４年５月１８日（水）１７時まで【期限厳守でお願いいたします】 

 

（３）回答方法 

  ファックス 

 

５ その他 

 意向調査で「受託する」に回答した医療機関におかれましては、今後の情報

提供はメールで行います。一日に１度はメールチェックをお願いします。 

 

 

以上  

 

 
久留米市新型コロナウイルスワクチンプロジェクト 

担当：久保田、澁田、倉富 

TEL：０９４２－３０－９１７６ 

FAX：０９４２－３０－９１９８ 

Mail:wakuchin@city.kurume.fukuoka.jp 



 

（参考） 

モデルナ社ワクチンの取扱い 

①用法用量について 

４回目接種時：0.25mL（15 回以上 20 回以下／１バイアル） 

  ※１バイアルに上記分の用量が充填されており、希釈は不要 

  ※一度針を刺したら 12 時間以内で使用すること 

 

②配送について 

・接種体制に応じて、冷蔵（２～８℃）又は冷凍（－20℃±５℃）で配送 

・久留米市から配分されたディープフリーザーを保有していない医療機関は、 

すべて冷蔵での配送となります。 

  ※冷蔵での配送の場合：６バイアル（90 人分）が最小単位 

※冷凍での配送の場合：10 バイアル（150 人分）が最小単位 

 

③保存期間について 

・２～８℃（冷蔵）の場合：冷凍庫から取り出した日から最長 30 日間 

・８～25℃の場合：冷蔵庫から取り出した時間から最長 24 時間 

・-20±５℃（冷凍）の場合：製造日から９か月 

 

 モデルナ社ワクチンに関する最新の添付文書情報については、以下の URL か

らご確認ください。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/631341E 

  

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuDetail/GeneralList/631341E


 

 

 

 

 

回答締切日：令和４年５月１８日（水）１７時まで 

 

新型コロナウイルスワクチン接種に係る４回目接種に向けた 

受託意向調査 

 

１ 医療機関情報 

医 療 機 関 名 ：  

医 療 機 関 住 所 ： 久留米市 

回 答 者 氏 名 ：  

電 話 番 号 ：  

 

２ 調査内容（枠内の当てはまるものに○をつけてください） 

①武田／モデルナ社のワクチンでの４回目接種の実施を希望しますか。 

受託する  ・  受託しない 

 

 

３ 医療機関情報の公表について 

 医療機関名称・住所及び、電話番号のほか、以下の情報についてホームページ等に掲

載します 

① 実施する曜日及び時間帯 

（例）月・水・金 14：00～16：00 

 

 

 

 

② 予約方法 

（例）電話のみ 

 

 

 

 

 

４ その他 

 （別紙１）「４回目接種に係る受託要件について」もファックスしてください。  

FAX 番号：０９４２－３０－９１９８ 

別紙１ 



 

 

４回目接種に係る受託要件について 

国から分配されるワクチンが実績ベース（VRS 等）に基づいた分配となることから、

ワクチンを無駄なく効率的に実施できる体制構築が求められます。 

以下の内容に同意する場合に限り、かかりつけ医での接種を行うことができます。 

 

 

かかりつけ医での接種期間は、令和４年７月１日から８月 31 日まで。 

 ※ 追加接種（３回目）において、かかりつけ医が主に高齢者への接種を担ってい

たことから、４回目接種においても同様に、接種者が多い７月から８月末までを

かかりつけ医での接種期間として設定します。 

 

ワクチンは、原則４週に１回の配送（７月から８月までの計６クール）となること。 

 ※ 最初の配送は６月 20 日の週を予定しています。配送グループは別途通知予定。 

 

４週あたり 90 回以上（15 バイアル以上）の接種体制を確保できること。 

 ※ 協力医療機関及び、公共施設での接種体制への影響も考慮し、確定した予約の

分をオーダーしてください。市では、システムによる、かかりつけ医での予約数

の把握が困難であるため、状況によっては、予約状況調査をさせていただく場合

もあります。 

 

「ふくおか電子申請サービス」（Web）にてワクチンのオーダーを行えること。 

※ 追加接種（３回目）と同様に、従来のメールでのオーダーは行いません。オー

ダー方法は別途案内予定です。 

 

接種医療機関情報（*1）は、ホームページ等で公表できること。 

（非公表設定は不可） *1：医療機関名、住所、電話番号等 

※ コロナワクチンナビにおいても、予約状況の更新をお願いします。 

 

予約受付は、医療機関で行えること。 

 ※ モデルナ社ワクチンが１バイアル 15 人分のため、15の倍数で予約調整をお願

いします。（シリンジ・針は 18 回分を配布します） 

 

必要量を分配することが困難な場合は、久留米市が再設定する分配量の範囲内で、

予約の調整ができること。 

※ モデルナ社ワクチンは接種するに十分な量を確保していますが、万が一、国が

行う流通調整等で分配ができない場合には、再調整させていたくこともありますの

で、予めご承知おきください。 

  

医療機関名  

↓各内容を確認し、□にチェック（レ）してください 

 

（別紙１） 



 

ワクチン受取後、冷蔵保存（２℃～８℃）し、３０日以内に無駄なく使用できること。 

※ ワクチンの温度管理の徹底（薬用保冷庫の温度確認、記録（１日３回））が必要

です。 

 

余剰ワクチンが発生した場合でも、キャンセル待ち者を確保するなどして、ワクチ

ンを廃棄しないように努めること。 

 

間違い接種（接種間隔、交互接種等）の発生防止に努めること。 

 ※ 予約、受付の際に接種記録等の確認するとともに、使用するワクチンの最新の

情報（用法用量等）を正しく理解し、間違い接種が起こらないよう細心の注意を

払ってください。 

※ 新型コロナワクチンと他のワクチンを接種する曜日や時間帯を分ける必要が

あります。 

 

VRS（ワクチン接種記録システム）による接種実績の取り込みは、接種当日に行う

こと。 

 ※ VRS に登録したデータは、接種証明アプリを通じて、被接種者が直接確認でき

ます。データの誤りがないよう細心の注意を払ってください。 

 ※ 医療機関名は、医療法により届出をした又は許可された名称で統一し、正しく

入力してください。 

 

 

  被接種者からの相談対応ができること。 

 

  ワクチン接種に必要な物品や消耗品（アルコール綿、その他問診等に必要なもの）

を準備できること。 

 

  被接種者を１５分から３０分程度院内に待機させ、健康観察を行うことができること。 

  ※ アナフィラキシーが生じた場合には、アドレナリンの投与、輸液の実施等の対

応が必要です。（薬品、物品の準備） 

 

院内感染防止対策が実施できること。 

 ※ 定期的な換気、発熱患者と被接種者が交差しないような導線の確保や、時間帯

を分けた対応等の院内感染対策が必要です。 

 

インターネット環境が整備されていること。 

 ※ VRS（ワクチン接種記録システム）や V-sys（ワクチン円滑化システム）への接

続、ワクチンのオーダーにはインターネット環境が必須です。 

 

医療機関名  


